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論文審査の要旨（400字以内） 

当該研究では、X染色体連鎖性ミオチュブラーミオパチー(XLMTM)に罹患した

新生児の筋組織に生ずる病理学的経過を明らかにするため、骨格筋生検組織の

形態学所見をそれぞれの修正週数と生検時の週数に従い再評価し、外側広筋お

よび三角筋の組織所見、筋組織の各発生過程を検討した。その結果、ヒトでは、

修正 34週から生後 3 ヵ月の乳児において、正常な筋発達は認められず、細胞骨

格網の無秩序、T 管の増加、筋小胞体など膜分画の全体的な局在異常が認めら

れた。 XLMTM の動物モデルでは、遺伝子治療で筋障害が改善することが報告

されているが、ヒトでは胎生期に既に筋病変を生じている可能性があることよ

り、胎児遺伝子治療の必要性をもはじめて示唆した貴重な検討であり、学位授

与にふさわしい臨床的意義を有するものと判断される。 

 

 

 本要旨は当該論文が第二次審査に合格した後の 1 週間以内に学務部医学部大

学院課へご提出下さい。（本学学会雑誌に公表）[学校教育法学位規則第 8条] 
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